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えることを見出している. また環状オリゴマーが生成することを見出し,照射部が 250℃ 以上の高温に
なることを明らかにしている｡
2.PET繊椎のアブレーションを解析 し,照射により延伸糸では繊維軸と直角方向に凹凸構造を形成
すること,未延伸糸では凹凸構造は出現しないことを明らかにしている｡ 規則的な凹凸構造は,繊維の結
晶,非晶の割合には依存せず,繊維の配向度に依存することを明らかにしている｡
3.アラミド繊維では,ジフェニルエーテル単位を含む繊維 (テクノ-ラ)はアブレーションを受け易
いが,クー フェニレンアラミド繊維 (ケブラー)はアブレーションを受け難いことを見出している｡
4.繊維にアクリレートモノマーを付与後,レーザーアブレーションを行うことにより,ゴムとの接着
力を向上させることに成功し,繊維の表面改質法として "ウェットアブレーション"の手法を捷案した｡
以上,要するに本論文はレーザーアブレーションによる高分子繊維材料の表面特性の変化を評価し,繊
維表面の改質に成功したものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士
(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また平成9年 2月22日,論文内容とそれに関連した事
項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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